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日本植生株式会社 美咲ほ場内隔離ほ場 
組換え体利用に関する実験従事者及び業務安全委員会委員 

（平成 17 年度） 

 

実験従事者 
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表1. フラボノイド生合成経路を改変したバラWKS82/130-9-1の生物多様性影響評価における調査項目の概要 

調査項目 特定網

室試験 

隔離ほ

場試験

調査方法 結果の概要 

1．移入された核酸の複製

物のコピー数及び移入さ

れた核酸の複製物の複数

世代における伝達の安定

性並びに染色体上に複数

コピーが存在している場

合は、それらが隣接してい

るか離れているかの別 

○ 

 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

サザン解析により解析した。 

 

 

移入された核酸の複製物の複数世代

における伝達の安定性を調査予定。 

 

移入された配列は組換

え体ゲノム中、4 箇所に

存在すると予測された。

2．移入された核酸の複製

物の発現により付与され

た生理学的及び生態学的

特性について、自然条件下

での個体間及び世代間で

の形質発現の安定性 

○ 

 

 

● 

 

 

 

 

 

ノザン解析により解析した。 

 

 

移入された核酸の複製物の複数世代

における形質発現の安定性を調査予

定。 

移入された遺伝子は組

換え体ゲノム中で安定

的に発現していた。 

3. キメラ解析 ● 

 

 

 

● 

 

 分子生物学的手法による移入された

核酸の組換え体における挿入器官の

特定及び栄養増殖による個体間にお

けるその安定性を調査予定。 

自殖後代における移入された核酸の

伝達の有無を調査予定。 

 

4．花色の安定性  

 

○ 

 

 

 

● 

目視による観察、カラーチャートとの

比較により調査した。 

隔離ほ場における花色の安定性を調

査予定。 

組換え体の花色は薄青紫

色で安定していた。 

 

5．形態の特性 

      

 

 

○ 

 

 

 

 

 

 

● 

 

花の直径、花弁数、葯数、葯長、葯幅

を調査した。 

 

 

隔離ほ場における形態特性を調査予

定。 

宿主と組換え体間で花

弁数と葯数において統

計的有意差が認められ

た。 
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6． 生育の特性 

 

  

○  

 

● 

草丈、節数、開花時期を調査した。 

 

隔離ほ場における生育特性を調査予

定。 

宿主と組換え体間で差

異は認められなかった。

7．生育初期における低温

及び高温耐性 

○ 

 

 生育初期における低温及び高温耐性

について人工気象器を用いて調査し

た。 

宿主と組換え体間で差

異は認められなかった。

 

8．成体の越冬性又は越夏

性 

 ● 

 

成体の越冬性、越夏性を調査予定。  

9．花粉の稔性 

 

○ 

 

 

 

 

● 

酢酸カーミン染色により花粉の生

存を調査した。花粉発芽培地にお

ける花粉発芽の有無を調査した。

隔離ほ場における花粉の稔性を調

査予定。 

宿主と組換え体間で差異

は認められなかった。 

 

 

10．花粉のサイズ 

 

○ 

 

 

 

● 

 

花粉のサイズを顕微鏡下で観察した。

 

隔離ほ場における花粉のサイズを

調査予定。 

宿主と組換え体間で差異

は認められなかった。 

 

11．種子の生産量 ●  種子の生産量を調査予定。  

12．種子の休眠性及び発芽

率 

●  種子の休眠性及び発芽率を調査予

定。 
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13．交雑率 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

○ 

 

 

● 

 

● 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

● 

 

人工交配による園芸種バラとの交

雑性を調査した。 

 

 

 

人工交配による野生種バラとの交

雑性を調査した。 

 

放蜂による野生種バラとの交雑率

を調査した。 

 

人工交配による園芸種バラとの交

雑性を調査予定。 

人工交配による野生種バラとの交

雑性を調査予定。 

隔離ほ場における自然条件下での

野生種との交雑性を調査予定。 

宿主と組換え体間で結実

率にほとんど差異は認め

らず、組換え体との交雑

種子において導入遺伝子

は検出されなかった。 

宿主、組換え体ともに結

実率は極めて低く、交雑

も認められなかった。 

宿主、組換え体ともに結

実率は極めて低く、交雑

も認められなかった。 

 

14．有害物質の産生性 

鋤き込み試験 

 

 

 

 

 

後作試験 

 

 

 

 

土壌微生物相試験 

 

○ 

 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

○ 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

 

 

● 

 

 

植物残渣を土壌中に鋤き込むこと

による種子の発芽への影響につい

て調査した。 

隔離ほ場における植物残渣を土壌

中に鋤き込むことによる種子の発

芽への影響について調査する。 

植物栽培周辺土壌における種子の

発芽への影響について調査した。 

隔離ほ場における植物栽培周辺土

壌における種子の発芽への影響に

ついて調査する。 

植物栽培土壌中の土壌微生物相を

希釈平板法により調査した。 

隔離ほ場における植物栽培土壌中

の土壌微生物相を希釈平板法によ

り調査する。 

 

宿主と組換え体間で差異

は認められなかった。 

 

 

 

 

宿主と組換え体間で差異

は認められなかった。 

 

 

 

宿主と組換え体間で差異

は認められなかった。 
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15．アグロバクテリウムの

残存性 

    

○  植物体を摩砕し、希釈平板法によ

りアグロバクテリウムの残存性を

調査した。 

組換え体におけるアグロ

バクテリウムの残存は認

められなかった。 

16. 訪花昆虫相  ● 訪花した昆虫を観察、調査予定。  

17. 周辺生物相 ○  

 

● 

隔離ほ場周辺の生物相を調査し

た。 

隔離ほ場周辺の生物相を調査予

定。 

隔離ほ場周辺の野生種バ

ラを特定した。 

○：実施済み、●：未実施 

（注：本表に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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隔離ほ場利用計画 

 

  隔離ほ場での遺伝子組換えバラ生物多様性影響評価試験の研究調査項目として、次の

9項目を検討している。 

 

（１） 花色の安定性に関する調査 

（２） 形態及び生育特性に関する調査 

（３） 生殖に関する調査 

（４） 交雑性に関する調査 

（５） 種子に関する調査 

（６） 越冬性、越夏性に関する調査 

（７） 有害物質の産生性に関する調査 

（８） 訪花昆虫相の調査 

（９） 周辺生物相の調査 

 

  それぞれの項目についての実験計画は以下のとおりである。 

 

（１）花色の安定性に関する調査 

目的：遺伝子組換えバラの花色の安定性を調査する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 18 年 12 月まで 

場所：隔離ほ場のビニール温室 C及び屋外 A 

実施方法：目視、カラーチャート、フラボノイド分析により花色の安定性を調査す

る。 

 

（２）形態及び生育特性に関する調査 

目的：遺伝子組換えバラの形態、生育特性について調査し、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 18 年 12 月まで 

場所：隔離ほ場のビニール温室 C及び屋外 A 

実施方法：宿主及び遺伝子組換えバラをビニール温室 C 及び屋外 A で栽培し、生育

速度、開花時期、花の直径、花弁数、葯数、葯長、葯幅、花の香りについて調査し、

比較する。 

 

（３）生殖に関する調査 

（３）－１ 花粉の充実率及び発芽率の調査 

目的：遺伝子組換えバラの花粉の充実率及び発芽率について調査し、宿主と比較す

る。 
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実施時期：平成 18 年 4 月から平成 18 年 12 月まで 

場所：隔離ほ場のビニール温室 C及び屋外 A 

実施方法：宿主及び遺伝子組換えバラから花粉を採取し、酢酸カーミン染色により

花粉の充実率を、花粉発芽培地により花粉の発芽率を調査し、比較する。 

 

（３）－２ 花粉の大きさ及び形態の調査 

目的：遺伝子組換えバラの花粉の大きさ及び形態について調査し、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 18 年 12 月まで 

場所：隔離ほ場のビニール温室 C及び屋外 A 

実施方法：宿主及び遺伝子組換えバラから花粉を採取し、光学顕微鏡にてその大きさ

及び形態を観察し、比較する。 

 

（４）交雑性に関する調査 

（４）－１ 人工交配による園芸種との交雑性の調査 

目的：遺伝子組換えバラと園芸種との交雑性を調査し、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 22 年 12 月まで 

場所：特定網室 

実施方法：ビニール温室 D 及び屋外 A で栽培した宿主及び遺伝子組換えバラから花

粉を採集し、特定網室において人工交配により園芸種（クイーンエリザベス、ゴー

ルドバニー）との交雑性を調査する。これらに結実が認められた場合、得られた種

子を回収後播種し、組換え体との交配により得られた個体について PCR 等の方法を

用いて導入遺伝子の存在の有無を確かめる。さらに、導入遺伝子の存在が認められ

た場合、これら後代の個体における花粉の稔性等の調査を行う。 

 

（４）－２ 人工交配による野生種との交雑性の調査① 

目的：遺伝子組換えバラと野生種（ノイバラ、テリハノイバラ、ハマナス）との交

雑性を調査し、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 22 年 12 月まで 

場所：特定網室 

実施方法：ビニール温室 D 及び屋外 A で栽培した宿主及び遺伝子組換えバラ（いず

れも 4 倍体）から花粉を採集し、特定網室において人工交配により野生種との交雑

性を調査する。野生種は、日本に自生し、かつ今日の園芸種の作出に利用されたと

されるノイバラ、テリハノイバラ、ハマナス（いずれも 2 倍体）を用いる。これら

に結実が認められた場合、得られた種子を回収後播種し、組換え体との交配により

得られた個体について PCR 等の方法を用いて本組換え体に特有な遺伝子を増幅する、

あるいはフローサイトメトリーを用いて倍数性を調査することにより、交雑の有無を確



別添資料 5 

 8

認する。交雑が認められた場合、さらに導入遺伝子の存在の有無を確認する。導入遺伝

子の存在が認められた場合、これら後代の個体における花粉の稔性等の調査を行う。 

 

（４）－３ 人工交配による野生種との交雑性の調査② 

目的：遺伝子組換えバラと野生種（オオタカネバラ）との交雑性を調査し、宿主と

比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 22 年 12 月まで 

場所：特定網室 

実施方法：ビニール温室 D 及び屋外 A で栽培した宿主及び遺伝子組換えバラ（いず

れも 4 倍体）から花粉を採集し、特定網室において人工交配により野生種（オオタ

カネバラ）との交雑性を調査する。日本に自生する野生種のほとんどは 2 倍体であ

るが、オオタカネバラは 4 倍体から 8 倍体まで存在するとされ、倍数性という観点

からはオオタカネバラと宿主及び遺伝子組換えバラが交雑する可能性は他の野生種

に比べて高いことが考えられる。よって、本試験は野生種にオオタカネバラを用い

て実施する。これらに結実が認められた場合、得られた種子を回収後播種し、組換

え体との交配により得られた個体についてPCR等の方法を用いて本組換え体に特有な

遺伝子を増幅し、交雑の有無を確認する。交雑が認められた場合、さらに導入遺伝子の

存在の有無を確認する。導入遺伝子の存在が認められた場合、これら後代の個体にお

ける花粉の稔性等の調査を行う。 

 

（４）－４ 自然条件下における野生種との交雑性の調査 

目的：自然条件下における遺伝子組換えバラと野生種との交雑性を調査し、宿主と

比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 22 年 12 月まで 

場所：隔離ほ場内の屋外 B 

実施方法：屋外 Bにおいて、宿主及び遺伝子組換えバラから 1m、5m の距離に野生種

（ノイバラ）を配置（図 2、6 参照）し、自然条件下での野生種との交雑性を調査す

る。ただし、本試験はこれらが同時期に開花している条件の下で実施する。日本に

自生する野生種のうち、ノイバラは国内において最も広く分布し、かつ今日の園芸

種の作出に利用された。よって、本試験は野生種にノイバラを用いて実施する。こ

れらに結実が認められた場合、得られた種子を回収後播種し、組換え体との交配に

より得られた個体について PCR 等の方法を用いて本組換え体に特有な遺伝子を増幅す

る、あるいはフローサイトメトリーを用いて倍数性を調査することにより、交雑の有無

を確認する。交雑が認められた場合、さらに導入遺伝子の存在の有無を確認する。導入

遺伝子の存在が認められた場合、これら後代の個体における花粉の稔性等の調査を

行う。 
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（５）種子に関する調査 

目的：（４）の交配試験により得られた種子について調査し、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 22 年 12 月まで 

場所： 特定網室 

実施方法：（４）の交配試験により得られた種子を採取し、種子の生産量、休眠性、発

芽率について調査し、宿主と比較する。 

 

（６）越冬性、越夏性に関する調査 

目的：遺伝子組換えバラの越冬性、越夏性を、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 10 月から平成 19 年 4 月まで（越冬性）、平成 18 年 6 月から平

成 18 年 12 月まで（越夏性） 

場所：人工気象器内あるいは隔離ほ場の屋外 A 

実施方法：宿主及び遺伝子組換えバラを人工気象器内あるいは隔離ほ場の屋外 A で

栽培し、冬期間あるいは夏期間における植物体地上部の状態を観察し、宿主と比較

する。 

 

（７）有害物質の産生性に関する調査 

目的：遺伝子組換えバラの有害物質の産生性を調査し、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 19 年 4 月まで 

場所：隔離ほ場のビニール温室 D及び屋外 A 

実施方法：宿主及び遺伝子組換えバラの残渣を土壌中に鋤き込むことによる種子の発芽

への影響を調査する。宿主及び遺伝子組換えバラの植物栽培土壌が種子発芽へ与える影

響及び微生物に与える影響を調査する。 

 

（８）訪花昆虫相の調査 

目的：遺伝子組換えバラへの訪花昆虫相を調査し、宿主と比較する。 

実施時期：平成 18 年 4 月から平成 18 年 12 月まで 

場所：隔離ほ場のビニール温室 C及び屋外 A 

実施方法：晴天微風日を選び、午前 10 時から午後 3時までの約 5 時間、宿主及び遺

伝子組換えバラに訪花する昆虫の採集と行動観察を行い、訪花昆虫の同定を行う。

ビニール温室 C での栽培区については、ビニール温室の出入り口を開放し、同様の

方法で訪花昆虫相の調査を行う。 

 

（９）周辺生物相の調査 

目的：隔離ほ場周辺の生物相を調査し、遺伝子組換えバラと交雑可能な植物種の存
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在を把握する。 

実施期間：平成 18 年 4 月から平成 18 年 7 月まで 

場所：隔離ほ場周辺 

実施方法：隔離ほ場の周囲に存在する植物を採取し、分類同定する。さらに、隔離

ほ場から 1km の圏内におけるバラ科の植物の存在を把握する。 
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図 1.  調査項目および調査時期 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。）
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図 2．日本植生株式会社 美咲ほ場内隔離ほ場全体図 

（     は本実験に使用する区画） 

 

※ビニール温室A、Bに交雑試験に用いる園芸種を保管する。 

※野外B1-B2、B2-B3、B1-B3間の距離はそれぞれ45m、35m、50mである。 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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図3．隔離ほ場試験（ビニール温室C）のバラ配置図 

※WKS82/130-4-1は本申請には含まれない。 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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図4．隔離ほ場試験（ビニール温室D）のバラ配置図 

※WKS82/130-4-1は本申請には含まれない。 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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図5．隔離ほ場試験（屋外A）のバラ配置図 

※WKS82/130-4-1 は本申請には含まれない。 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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図6．隔離ほ場試験（屋外B1、B2、B3）のバラ配置図 

※WKS82/130-4-1 は本申請には含まれない。 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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図7．栽培条件検討試験(ビニール温室E)のバラ配置図 

※遺伝子組換えバラの生産に向けて栽培方法を確立するため、当該温室にて栽

培条件の検討を行う。 

※WKS82/130-4-1は本申請には含まれない。 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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「 国外における使用等により得られた情報 」 
 
 
 
[ 目次 ] 

１．オーストラリアにおける組換えバラ輸入許可書類 2 

２．アメリカにおける WKS82/130-9-1 輸入許可書類 2 
 
 

 
１．オーストラリアにおける組換えバラ輸入許可書類 

（注：本図に記載された情報に係る権利及び内容の責任は申請者にある。） 
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